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１．本稿の目的１．本稿の目的１．本稿の目的１．本稿の目的    

  本稿は、土木学会建設マネジメント委員会地域マネ

ジメント小委員会の研究活動成果をとりまとめて発表

するものである。この小委員会の研究テーマは「地域

マネジメントという観点からのPFIを初めとする広域

基盤施設整備事業の効果的推進方法に関する研究」で

あるが、当初より滋賀県草津市の草津川廃川跡地の土

地利用計画とその事業化構想検討の問題を、地域マネ

ジメントという観点からとらえて、①可能な限り地域

の社会環境の向上や地域発展に貢献できるプロジェク

ト計画として策定すること、②プロジェクト実施に当

たっての関連費用の低減やプロジェクトの円滑な推進

がはかれる方策を発見すること、さらには、③建設実

施に当たって工事公害のでないような配慮をすること、

等々を念頭に置いて検討を加えることとした。 

                                                                    
２．廃川跡地利用検討の視点２．廃川跡地利用検討の視点２．廃川跡地利用検討の視点２．廃川跡地利用検討の視点                                                                
図－１には、地元草津市の一層の都市発展を求めて

将来の都市機能イメージ図として描いた主要都市開

発・交通基盤整備構想を示した。図示した内容から見

ても明らかなように、草津市は大津市とともに、国土

軸上に位置し交通条件は大変良い。また、琵琶湖や比

良山・比叡山の存在という自然環境・景観に恵まれた

地域特性も有している。両都市はこれら特性を生かし

て、観光・リゾートや大規模商業サービスという、こ

れまでの製造業・流通業という産業とは異なった地域

産業開発を促進し、滋賀県湖南地域の中核的都市圏を

形成しようとしている。この方向の下に、草津市では

広域交通幹線の整備や中心市街地の近代化・今日化を

図るとともに、湖岸地域の農業公園開発や湖岸リゾー

ト施設開発などをめざしている。草津川廃川跡地利用

も、将来、琵琶湖横断道路整備につながる広域幹線道

路整備を行い、東西方向交通の利便性の向上という強

い地元ニースに応えることを第一課題としている。さ

らに、密集市街地・居住地区近辺に位置する廃川敷き

もあるので、防災空間や公園・緑地空間、新たにでき

る広域幹線道路のパーキングエリヤ、等々の低密度利

用空間としての整備が第二課題としてあげられている。  
 ところが、このような２種類の土地利用計画・整備

事業だけでは、草津市財政上の負担が大きすぎて実現

化の見通しがつかない状態に陥る。このため、第三の

課題として、上述の都市・地域開発事業課題と廃川敷

き利用の事業の組み合わせによる複合事業化を行うこ

とが浮かび上がってきのである。平成１２年度に、滋

賀県・草津市・栗東町（現栗東市）が開催した跡地の

土地利用懇話会（会長春名 攻）では、第１課題の道

路（４車線）および関連施設用地以外の土地を、第二、

第三課題に対応する土地利用に対し、バランスよく配

分することとする案が提案されて検討された。結果的 
には、草津市の財政状態を見ながら、草津市域での新

規開発施設用地や再開発における施設移転用地として
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図－１図－１図－１図－１    将来の草津市都市機能図将来の草津市都市機能図将来の草津市都市機能図将来の草津市都市機能図    
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の利用が確認された。小委員会での地域マネジメン

ト研究テーマは、この財源調達・運用を合理的に行

い、当該廃川跡地土地利用事業の円滑な推進の問題

を取り上げたものである。  
３．草津川廃川跡地利用計画検討と事業化の検討３．草津川廃川跡地利用計画検討と事業化の検討３．草津川廃川跡地利用計画検討と事業化の検討３．草津川廃川跡地利用計画検討と事業化の検討        
 図－２には、草津川跡地利用検討の方向性の概

略を示した。ここでは、その方向に沿って実際に検

討を加えた内容を概略的に述べる。                   

 図－２図－２図－２図－２        草津市土地利用計画と跡地利用計との草津市土地利用計画と跡地利用計との草津市土地利用計画と跡地利用計との草津市土地利用計画と跡地利用計との            
マネジメント論的関連関係マネジメント論的関連関係マネジメント論的関連関係マネジメント論的関連関係 

図－３に示すように、検討のプロセスは３部分で構

成される。まず、草津川跡地の位置・形状・環境・そ

の他の特性を分析するとともに、当該道路・側道整備

計画や、既定の公園・緑地整備計画を検討し、土地利

用から見たレイアウト案を作成するプロセスの部分で

ある。これは、都市施設整備のために廃川跡地におい

て利用可能な土地を概略的にレイアウトするためであ

る。次に、草津市都市整備構想に沿って具体的に検討

するが、この検討に際して、当該地に新規開発する可

能性のある都市施設や、都市再開発にもとづいて当該

地に移転立地する事が可能な都市施設を検討する。さ

らに、ここで立地候補としてあげられた施設の整備プ

ロジェクト検討に必要な施設整備費用を概算的に求め

ておくことする。さらには、各対象施設の整備の緊急

度や、整備財源から見た費用調達の可能性等を踏まえ

て、計画論的・マネジメント論的検討の対象とする施

図－３図－３図－３図－３    土地利用土地利用土地利用土地利用・施設整備計画検討のプロセス・施設整備計画検討のプロセス・施設整備計画検討のプロセス・施設整備計画検討のプロセス        

設整備組み合わせパターンやスケジュール（整備順序）

の代替案を、必要と判断される範囲で作成する。この

プロセス部分が第二のプロセスである。以上の、プロ

セスの後に、草津川跡地に施設整備を検討する対象案

を土地利用・施設整備レイアウト案として求めるので

ある。そして、この案に対し各側面・多角度に評価し

望ましい整備計画案を求めるための分析を進めるので

あるが、この段階で計画機能面からの評価と、事業実

施の実効性・最適性というマネジメント機能面からの

総合評価を同時に行うための計画モデルを策定し、シ

ステム論的な実証分析を行った。 
 ここでは、紙面の都合上、計画分析に用いた最適計

画モデルや、財政シミュレーションモデルなどに関し

て詳述できないので、講演当日にこれらの内容を具体

的に示すが、ここでは若干の考察内容を紹介しておく。

まず、土地取得や整備費用の調達に関しては、新規開

発の場合は既成市街地よりも安価な公的土地の取得で

あるので問題はないし、市街地再開発に伴うの場合は、

高価な土地の売却と安価な土地の取得との差で財源を

節約できる。さらに、地域基幹道路の整備によって、

草津市における都市開発事業実施の社会・経済効果は、

以前より遙かに大きく発現する状況となり財政収入も

増加するので、本字業のための財源調達の困難性がか

なり緩和されるという結果となっている。これらは、

計画モデルと連動した形での財政シミュレーション実

験を行った明示的結果からに判断したものである。 
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側道設置・周辺側道設置・周辺側道設置・周辺側道設置・周辺
道路改修用地道路改修用地道路改修用地道路改修用地

移転施設整備用地移転施設整備用地移転施設整備用地移転施設整備用地

新規開発　　　新規開発　　　新規開発　　　新規開発　　　
都市施設用地都市施設用地都市施設用地都市施設用地

草津川記念公園用地（既定）草津川記念公園用地（既定）草津川記念公園用地（既定）草津川記念公園用地（既定）

都市活動環境水準の向上都市活動環境水準の向上都市活動環境水準の向上都市活動環境水準の向上
健全な都市財政運営健全な都市財政運営健全な都市財政運営健全な都市財政運営
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事業の促進事業の促進事業の促進事業の促進

事業の促進事業の促進事業の促進事業の促進
新都市環境・機能新都市環境・機能新都市環境・機能新都市環境・機能
の導入・創造・の導入・創造・の導入・創造・の導入・創造・

整
備
方
針
の
適
用

整
備
方
針
の
適
用

整
備
方
針
の
適
用

整
備
方
針
の
適
用

地域内交通　　地域内交通　　地域内交通　　地域内交通　　
利便性の向上利便性の向上利便性の向上利便性の向上
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税
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加
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税
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の
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税
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の
増
加
低廉な用地低廉な用地低廉な用地低廉な用地
取得費取得費取得費取得費
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